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P318a IRD戦略枠観測：Search for Planets like Earth around Late-M Dwarfs – Precise

Radial Velocity Survey with IRD
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すばる望遠鏡用に開発された赤外線ドップラー装置 IRD（Infrared Doppler）は、視線速度法によるM型矮星
周りの地球型惑星探索を主な目的とした観測装置である。低質量（太陽質量の数分の一から十分の一）のM型星
は軽い惑星からも相対的に大きな力を受け視線速度変化が大きくなるため、太陽質量程度の星に比べ軽い惑星を
検出しやすいという利点がある。また、低温・低光度のためハビタブルゾーンが中心星近傍に存在し、ハビタブ
ルゾーンにある地球型惑星を検出することが可能である。IRDは 2017年 8月のファーストライト以降試験観測
を進め、現在約 2m/sの測定精度が達成されている。
このたび、IRDを用いたすばる望遠鏡の戦略枠観測が採択された。本戦略枠観測では、将来の詳細観測に向け

て太陽近傍のM型矮星周りにハビタブルゾーン地球質量（∼1–3M⊕）を発見し、また、M型矮星周りのスノーラ
インを含む領域における地球型惑星から巨大惑星までの分布を明らかにし、惑星形成と進化を包括的に理解する
ことを目的としている。この目的のため、約 60個の晩期M型矮星に対して集中的な視線速度モニター観測を行
う予定である。本講演では、計画の概要と進捗、今後の展望等について紹介する。


